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（別紙様式１－１）

職業実践専門課程として認定する専修学校の専門課程の推薦について

令和 6年10月 1日

　下記の専修学校の専門課程を職業実践専門課程として認定する課程として推薦します。

記

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

岡山科学技術専門学校 昭和62年10月19日 大月秀之
700-0032
岡山県岡山市北区8-10
086-255-7171

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人岡山科学技術学園 昭和62年10月19日 瀬戸川正彦
700-0032
岡山県岡山市北区8-10
086-255-7171

工業 工業専門課程 映像音響学科 平成10(1998)年度 - 平成28(2016)年度
分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

学科の目的
映像・音響・照明の三分野の技術と知識を、座学や実習を通して体験的に学習させる。三分野を同時に学ぶことで他校との差別化をはかり、地方特有の全ての分野で対
応できる人材の育成を目指すとともに、関連した資格検定にも挑戦させ、専門性に裏打ちされた、社会に通用する実践力のある技術者を育成する。

学科の特徴(取得
可能資格、中退率

等)

取得可能な資格は、幅広い上に、取得率が高いことが特徴である。具体的には、舞台機構調整技能士2級、第二種電気工事士、映像音響処理技術者認定試験、ビジネ
ス著作権検定、足場の組立て等特別教育、フルハーネス型墜落制止用器具特別教育がある。令和５年度の中退率は11．9％。理由は、進路変更、精神的な事由など
様々である。

修業年限 全課程の修了に必要な総授業時数又は総 講義 演習 実習 実験

0

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 19
■就職希望者数 (D)　　　　　： 19
■就職者数 (E)　　　　　　　　： 19
■地元就職者数 (F) 8

■進学者数 0
■その他

年度卒業者に関する令和6年5月1日時点の情報）

■主な就職先、業界等
（令和5年度卒業生）

■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

42

100

四国航空(株)、(株)ピットレー、公益財団法人岡山文化芸術創造、(株)RSKサービス、(株)映像システムズ、公益財団法人とっとりコンベンションビュー
ロー、(株)四国東通、(有)プレイン、(有)ネクサス、(株)トラストネットワーク、公益財団法人岡山県文化連盟、(株)中電工、(株)クリア、(株)フジワラケミカルエ
ンジニアリング、(株)全日警、(株)姫太郎

0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 60

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 120

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

当該学科のホーム
ページURL

https://www.oist.ac.jp/course02.html

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,920
うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

うち企業等と連携した演習の授業時数 60

うち必修授業時数

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総授業時数

1,920

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者

 計 3

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

0

（専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 ④ 修士の学位又は専門職学位

https://www.oist.ac.jp/course02.html
https://www.oist.ac.jp/course02.html
https://www.oist.ac.jp/course02.html
https://www.oist.ac.jp/course02.html
https://www.oist.ac.jp/course02.html
https://www.oist.ac.jp/course02.html
https://www.oist.ac.jp/course02.html
https://www.oist.ac.jp/course02.html
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https://www.oist.ac.jp/course02.html
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https://www.oist.ac.jp/course02.html


種別

小野　英樹 岡山科学技術専門学校　教務課長 〃

※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

横内　美穂
岡山科学技術専門学校　グループ長
　　映像音響学科　教員

〃

源　文彰
岡山科学技術専門学校　コンシェルジュ事業部　次長
　　映像音響学科　教員

〃

難波　篤史 岡山科学技術専門学校　映像音響学科　主任 〃

津田　恵美 岡山科学技術専門学校　教務次長 〃

小野　裕明 岡山科学技術専門学校　事務局長 〃

平野　裕久 岡山科学技術専門学校　教頭 〃

令和6年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

大月　秀之 岡山科学技術専門学校　校長
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を
　　行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

　本学科は、映像音響関連業界で活躍できる人材を育成するために、関連企業との連携のもと、下記①～⑥の視点に基づき、業界の
技術的動向や人材の育成にかかる情報等の収集や分析に努めるとともに、これらを踏まえた学科教育方針（教育課程や学習内容
および育成する学生像等）を策定し、社会に貢献できる実践的技術者の育成を目標に専門教育を推進する。
　また、教育活動の推進にあたっては、学生による授業評価や管理職による公開授業評価等に加え、関連企業等との協議（教育課程
編成委員会等）を通して助言や提言をいただきながら、教育課程に関わる指導内容や指導方法について検証（PDCAサイクル）すると
ともに、検証結果に基づいて次年度の学科教育方針を策定する。
　以上が、教育課程の編成に係わる企業等との連携の基本方針である。

　① 地域における映像音響関連業界の動向について
　② 映像音響関連業界において人材に求められる専門性の動向について
　③ 求められる実務に関する知識・技術・技能・資格等について
　④ 映像音響の関連業界が求める人物像について
　⑤ 映像音響の関連業界における人材育成について
　⑥ 映像音響関係の資格取得に関わる指導プログラムについて

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

  教育課程編成委員会は、学園組織図の「職業実践専門課程推進委員会」の下部組織として位置づけ、下図に示すように①運営委員
会の指示のもと、教育課程編成委員会において企業関係者等から意見を聴取するとともに、現行教育課程の検証を行い必要に応じて
②運営委員会に教育課程の改善等を提案する。③運営委員会において提案が妥当であると決定した後は、④映像音響学科の学科
教育方針の見直しを行い、座学および実習の指導内容等の改善を図る。なお、年度末の教育課程編成委員会においては改善後の
評価等を実施するとともに、翌年度の教育課程の編成にいかす。
　

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿



（年間の開催数及び開催時期）
　年2回（5月～8月、2月～3月）

※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

インターンシップ
コンサート等の舞台設営を行う。また接客法の指導を受け、実際の
コンサートでの案内係や観客誘導などを行う。

公益財団法人　岡山文化芸術創造

総合演習 主に舞台照明関わる技術を身に付ける。 有限会社ライトビジョン

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。
（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
　本学科では、学科教育は学科教育方針に基づき目指す学生像を到達目標におき教育活動を推進している。中でも、実習指導は
実学主義の観点から、高度な技術・技能について指導する必要があり、企業との連携は不可欠である。そこで、企業との連携にあたっ
ては、映像音響関連の業界において高い技術力を有するとともに、知識・技術・技能について指導力があり、技術者としての態度や
マナー等の指導にも十分な理解と協力が得られること等を重視し決定する。
　連携に基づく実習は、諸条件を満足する企業を選定するとともに、協定書等を締結しこれに則り実施する。以上が企業等との連携の
基本方針である。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

○連携企業の選定と協定：本学科の教育内容や方針に理解があるとともに、企業の業務内容が科目内容と一致することから、
                                     本学科の求める企業として、公益財団法人岡山文化芸術創造を選定した。
○連携企業：公益財団法人　岡山文化芸術創造
○科  目 名：「インターンシップ」
○連携内容：岡山シンフォニーホールで開催されるコンサートの準備やコンサート中の警備、終了後の片付けを行う。
○指導内容：主に劇場の舞台機構に関連した実務について指導する。
○評　    価：学修成果は、配布資料をもとに特別講師が評価、後期末に担当教員が評価資料等を参考に総合的に評価する。

（３）具体的な連携の例　※科目数については代表的な5科目について記載。

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

【提言】
　① 挨拶が非常に重要な業界。きちんと自己紹介できないと覚えてもらえない。今回授業参観したビジネスマナーのようなスキルは社会に
出る上でとても重要である。また、講師の野中先生が業界のことをご存じであることが更に授業を良くしている。
　②座学も大切だが設備もあるので、もっと機材に触れる実習をして欲しいと思う。
  ③ テールゲートリフター特別教育が義務化されたこともあり、学生に受けさせてはどうか。また、ヘルメットの着用など義務されており、罰
則もある。学科として、準備しておく必要性があると感じる。

【活用・改善】
　① 映像音響学科の学生は多くの企業の方に礼儀正しいと言って頂けている。少し元気が少なく、大人しいのが弱点かもしれない。
　② 現在は照明の授業は西川アイプラザを使用して行なっている。学校のホールではバトンが昇降しないため脚立での作業になり危険な
ためである。
　　　今後はヘルメットの購入なども検討し、学校での実習を増やしていきたい。
  ③ テールゲートリフターの特別教育については、前向きに検討していきたい。また、ヘルメットの購入についてもどのように購入するかも含
めて検討していきたい。

○連携企業の選定と協定：実習内容については、特別講師と担当教員の間で企業の専門的知見を活かした実習計画と評価項目を
                                     策定するとともに、双方で職務内容等について確認し協定書を交わした。
○連携企業：有限会社ライトビジョン
○科  目 名：「総合演習」
○連携内容：有限会社ライトビジョンから招聘した特別講師が、授業科目の担当教員と連携して、「総合演習」の実習を、
　　　　　　　　1日2単位時間（1単位時間は45分）、１日実施する。劇場や舞台を中心に理論と実技指導を行う。
○指導内容：舞台照明や舞台組みに関連した実務について指導する。
○評　    価：学修成果は、配布資料をもとに特別講師が評価し、後期末に担当教員が評価資料等を参考に総合的に評価する。

（開催日時（実績））
　第1回　令和5年7月5日（水）　13:20～14:50
　第2回　令和6年3月25日（月）　10:00～11:30

檀上 真吾 有限会社ライトビジョン 代表取締役　 〃 ③

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　① 業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　  地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　② 学会や学術機関等の有識者
　　　③ 実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

吉川 滋 公益社団法人日本照明家協会中国支部　副支部長 〃 ①



※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

(4) 研修名：「SDIビデオルーターウェビナー」（連携企業等：ブラックマジックデザイン）
    期    間：令和5年6月19日（月）
    対    象：映像音響学科（源　文彰）
    内    容：このセミナーでは、ルーター製品が実際に使用された活用事例などを紹介された。ルーターは、映像制作のハブとしてなくては
              ならない存在である。本校では放送業界、配信業界への就職を希望している学生も多いため、これらの知識は非常に重要で
              あった。

(6) 研修名：COMPACT10WINGを使って音楽や映像をスタートさせる方法（連携企業等：イースペック株式会社）
    期    間：令和5年7月19日（水）
    対    象：映像音響学科（難波 篤史）
    内    容：StrandのソフトウェアNeoを使って、音楽をソフトウェアのタイムライン上に取り込みパッチした照明との同期や、PCに入ってい
                る映像をCOMPACT10WINGを使って呼び出す方法を学ぶ。

(1) 研修名：「RUio16-D」セミナー」（連携企業等：イースペック株式会社）
    期    間：令和5年4月5日（水）
    対    象：映像音響学科（難波 篤史）
    内    容：「RUio16-D」は、Dante、USB、アナログ入出力、ヘッドホン出力を備え、コンパクトでありながらツアリングユースに耐えうる
　　　　　　　　堅牢性の高い筐体を持つI/Oラックである。付属のプラグインホストソフトウェア 「VST Rack Pro」を使用することで、柔軟で
　　　　　　　　安定性の高いプラグイン環境を構築することも可能。本セミナーでは基本的なスペックから応用例、安全運用のための
　　　　　　　　手引きを学んだ。

(2) 研修名：「やさしく学べる！映像制作で知るべき音楽著作権～入門編～」（連携企業等：オーディオストック)
    期    間：令和5年5月11日（木）
    対    象：映像音響学科（源　文彰）
    内    容：著作権法の基礎・基本をはじめ、テレビ番組や、YouTubeなどのWeb上で展開する映像に音楽を使う際に知っておきたい
　　　　　　　ポイントについて、具体例を挙げながら解説された。日頃から映像制作を担当されている業界の方はもちろん、企業で
　　　　　　　これから映像制作に取り組む予定の人や、映像制作を始めたばかりの方など初心者の方にとっても分かりやすい内容で
　　　　　　　あった。

(3) 研修名：第3回トップクリエーターによるオンラインセミナー「僕はこういう"想い"でドラマや映画を作ってきました」（連携企業等：日本映像
事業協会）
    期    間：令和5年5月19日（金）
    対    象：映像音響学科（横内美穂）
    内    容：1.ドラマを作る流れについて
　　　　　　　　→それぞれのドラマの成り立ち、いかにしてそれらの企画を成立させてきたか、その時の苦労等
　　　　　　　　2.ドラマや映画プロデューサーに必要なもの とは何か
　　　　　　　　3.ドラマや映画プロデューサーの役割について

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。
（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

　教職員の研修等については、本学科教職員研修規程、ならびに下記(1)、(2)に示す研修項目に基づき、教職員の経験や能力に応じた
研修計画を法人の指示のもと、教務において作成し学科主任ならびに関係教職員に受講させるものとする。受講を命じられた教職員は
これに参加し、専門職として求められる技術力や指導力の向上に努めなければならない。研修成果は、報告書にまとめるとともに、
内容によっては受講者が関係教職員に伝達講習し主旨等の徹底を図る。
　また、教職員は、日頃より自己研鑽に励むとともに、指導力の向上に向けた授業研究や研究紀要への投稿等に取り組み、以て本学科
教育の充実・発展に資するよう努力することを基本方針とする。

(1) 映像音響分野における実務に関する研修等
　① 企業、団体が主催する専門技術研修
　② 企業から講師を招聘した専門技術研修
　③ 専門技術・技能の伝達講習
　④ 教員の技術レベルに応じた専門技術研修

(2) 指導力の修得・向上のための研修等
　① 専修学校教員 教職課程研修
　② 企業、団体主催の指導力育成研修
　③ 外部講師による指導力育成研修
　④ 職務分掌上の業務に関する指導力育成研修

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

(5) 研修名：ｻﾗﾘｰﾏﾝﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰたちが語る「時代に選ばれるコンテンツの作り方」（連携団体：RX Japan株式会社※コンテンツビジネス
　　　　　　　総合展）
　　期    間：令和5年6月29日（木）
    対    象：映像音響学科（源 文彰）
    内    容：作品制作についてのモチベーションなどについて討論が行われ、好きなことだけが仕事になるわけではないという難しさや、そ
                の中でどのようにモチベーションを維持しているかという、現場の現状を学ぶことができた。

(7) 研修名：生成AIとこれからの教育現場（連携企業等：株式会社サーティファイ）
    期    間：令和5年9月29日（金）
    対    象：映像音響学科（源　文彰）
    内    容：近年、生成AIを中心にAI・人工知能の利活用が身近なものとなってきており、特に教育機関においては、AIを利活用する人材
　　　　　　　の育成指導が重要性を増している。一方で、活用上前提とすべき基礎知識は、まだ一般に十分浸透していないのが現状であ
　　　　　　　る。本セミナーでは、教育機関の教職員、企業の教育担当者を主な対象として、AI分野の中でも一般的な利活用が特に進み
               つつある 「生成AI」を中心に有識者が最新動向の解説と、教育現場での活用法の紹介を行った。



(1) 研修名：「留学生との会話のポイント」　（連携企業等：岡山科学技術専門学校教務部）
　　 期　 間：令和6年4月3日（水）
　　 対　 象：映像音響学科（源　文彰、難波篤史、横内　美穂）
　　 内　 容：本校への留学生が増えてきている現状を踏まえ、日本語学科の佐藤先生が留学生との会話のポイント等について講義

(2) 研修名：「発達障害について」　（連携企業等：広島大学大学院人間社会科学研究科　村上理絵助教）
　　 期　 間：令和6年8月22日（木）
　　 対　 象：映像音響学科（源　文彰、難波篤史、横内　美穂）
　　 内　 容：広島大学大学院人間社会科学研究科の村上理絵助教が、発達障害を持つ学生への接し方等について講義

(3) 研修名：「就職活動に向けて、今から実践！社会人としての心構えとビジネスマナー」　（連携企業等：岡山科学技術専門学校教務部）
　　 期　 間：令和6年9月6日(金)
　　 対　 象：映像音響学科（源　文彰、難波篤史、横内　美穂）
　　 内　 容：➀社会人の心構えについて
                  ➁姿勢とおじぎ、あいさつ

(6) 研修名：Smaart Data Modelerの特徴や使用方法について（連携企業等：イースペック株式会社）
    期    間：令和6年8月28日（水）
    対    象：映像音響学科（難波 篤史）
    内    容：Smaart Data Modelerは、『Smaart v7』以降で収集した測定データを基に、バーチャルに音響システムの調整、最適化を
　　　　　　　行うことができる新しいツールである。業界標準の音響測定ソフトウェアとしてリリースされた、Rational AcousticsのSmaart
　　　　　　　シリーズ最新版のソフトウェアとなっている。

(5) 研修名：「コンテンツ東京AIｾﾐﾅｰ」（連携企業等：RX Japan株式会社）
    期    間：令和6年7月3日（水）
    対    象：映像音響学科（源　文彰）
    内    容：このセミナーでは、地方イベントの事例やノウハウ、生成AIの活用法や将来像などを学んだ。業界の最新事情を知り、今後に
　　　　　　　　　活用できる内容であった。また、映像、CG、AIをはじめ、コンサート、イベント、広告など様々なジャンルが一堂に会してお
　　　　　　　　　り、映像音響学科の特別講師の方や、編成委員に協力いただいている協会も出展している。

(2) 研修名：ChatGPT活用徹底解説Webｾﾐﾅｰ（連携団体：株式会社エキスパート）
　　　　　　　総合展）
　　期    間：令和6年4月25日（木）
    対    象：映像音響学科（源 文彰）
    内    容：ChatGPTや生成AIに興味がある方なら誰でも参加可能。初心者からより深い理解を求める上級者まで納得できる内容と
　　　　　　　なっていた。ChatGPTを活用できる具体的なシーンなど分かりやすく解説されていた。

(3) 研修名：「ゼロから始めるzerOS中小規模向け照明卓のセミナー」（連携企業等：イースペック株式会社)
    期    間：令和6年5月8日（水）
    対    象：映像音響学科（難波 篤史）
    内    容：中小規模向けライティング卓FLX-5シリーズに搭載されたzerOSについて、初心者向けにゼロから解説された。
　　　　　　　卓を導入した最初のセットアップからキューリストの作成まで、実際に機器を操作しながら分かりやすく解説。
　　　　　　　また新たに最新アップデートで便利になった機能などについても紹介された。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
(1) 研修名：「音声・映像・制御システムプラットフォーム Q-SYSセミナー」（連携企業等：イースペック株式会社）
    期    間：令和6年4月24日（水）
    対    象：映像音響学科（難波 篤史）
    内    容：Q-SYSとは、音声・映像・制御が統合されたシステムプラットフォームで、音声のルーティングやプロセッシングを行え、
　　　　　　　柔軟な制御機構や映像ストリーミングを実現している。スタジアムやアリーナ、アトラクション、テーマパーク、ホール、
　　　　　　　公共インフラ設備、ホテル、オフィスビル、教育機関など、統合型のオーディオソリューションを求めるシーンで活用されている。

②指導力の修得・向上のための研修等

(7) 研修名：サンポートホール高松の見学会（連携企業等：日本照明家協会中国支部主催）
    期    間：令和6年9月24日（火）
    対    象：映像音響学科（難波 篤史）
    内    容：2024年4月1日にリニューアルオープンした、「サンポートホール高松」の施設見学及び特徴などを含んだ説明。
　　　　　　　舞台・照明・音響・映像などホール運用のノウハウを知る良い機会となった。

(4) 研修名：生成AI時代のコミュニケーション戦略（連携企業等：RX Japan株式会社）
    期    間：令和6年7月3日（水）
    対    象：映像音響学科（横内美穂）
    内    容：AIの強みである効率化、そして人間の強みである、人の心をうつ発想力という、それぞれの特性を捉え、これからの社会に
　　　　　　　出ていく学生に学ばせるべき内容を考えていきたい。ＡＩと、学生の学びをどのように関わらせるかという部分について
　　　　　　　ヒントを得ることができた。

②指導力の修得・向上のための研修等
(1) 研修名：「社会人としてのマナー及び文章講座」　（連携企業等：岡山科学技術専門学校教務部）
　　 期　 間：令和5年8月25日（金）
　　 対　 象：映像音響学科（源　文彰、難波篤史、横内　美穂）
　　 内　 容：➀ルールとマナーとエチケット
                    就職と直結する専門学校において、社会人になった際、どのような「マナー」「ルール」「エチケット」が必要なのか、あらた
　　　　　　　　　めて学ぶ。
　　　　　　　　➁分かりやすい文章の書き方
　　　　　　　　 　主語と述語、修飾語と被修飾語の適切な関係や、小論文に使える構成などについて事例を学ぶ。



※(１０)及び(１１)については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況

○学科教育活動の改善
　【質問・提言】
　(1)AIを使用するにあたり、著作権等についても学ぶ必要があると思うが、それらをどのように取り入れていくか伺いたい。
 
　【回答・改善等】
　(1)AIを授業の中にどう取り入れていくかは今後検討していく。著作権法についてはビジネス著作権の資格受験をしており、
　　　変化しゆく法律に随時対応している。

(8) 財務
①中長期的財務基盤　②予算・収支計画　③会計監査
④財務情報の公開体制

(9) 法令等の遵守
①法令・設置基準等の遵守　②個人情報の保護　③自己点検・自己評価の実施
④自己点検・自己評価の公開

(10) 社会貢献・地域貢献
①学校の教育資源や施設の活用　②学生のボランティア活動
③公開講座、教育訓練の受託

○学校運営の改善
　【質問・提言】
　(1) (PTA) 前回話題に出た施設修繕についての進捗はどうなっているか。

　【回答・改善等】
　(1) (学校) 計画どおり進んでおり、2号館は全フロア、1号館は偶数フロアの修繕が完了している。

(7) 学生の受入れ募集 ①学生募集活動　②教育成果の伝達　③学納金

(2) 学校運営
①運営方針　②事業計画　③意志決定機能　④人事・給与規程　⑤情報公開
⑥業務の効率化

(3) 教育活動
①教育理念に沿った教育課程　②教育到達レベルや学習時間　③カリキュラムの体系化
④授業評価　⑤成績評価・進級・卒業判定　⑥資格取得の指導体制　⑦教員の確保
⑧教員の資質能力の向上　⑨教員研修の実施

(4) 学修成果 ①就職率　②資格取得率　③退学率の低減　④卒業生の社会的評価

(11) 国際交流

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
(1) 教育理念・目標 ①学校の理念・目的・育成人材像　②学校の特色　③学校学科の将来構想

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
    また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(5) 学生支援
①進路・就職の支援体制　②学生相談の体制　③経済的支援の体制  ④健康管理体制
⑤課外活動　⑥学資負担者との連携　⑦卒業生への支援

(6) 教育環境
①施設・設備の整備　②学内外の実習施設・インターンシップ・海外研修の教育体制
③防災体制の整備

（１）学校関係者評価の基本方針
　本校の学校関係者評価は、文部科学省の「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、全教職員に実施した自己評価ととも
に、学校長が作成した自己点検・自己評価の資料を基に、学校運営に関わる部分、教育活動に関わる部分、学科教育活動に関わる
部分等について、学校関係者評価委員会において協議し、現状の課題や問題点を洗い出し、改善点等について助言や提言をいただく
とともに、運営委員会に諮り緊急性・重要性等の優先順位に基づき具体案を作成する。これを以て次年度の学科教育方針の見直しや
学校運営等の改善に取り組むことを基本方針とする。
　特に、学科教育については、資格取得や進路状況の他、教育課程編成委員会からいただいた助言や提言に基づく改善点等について
も協議し、学科改善の指針とする。
　なお、自己点検・自己評価、「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づく自己評価表、学校関係者評価はホームページ上から
公表する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



種別

　　URL  https://www.oist.ac.jp/

(11) その他
　※(１０)及び(１１)については任意記載。

（３）情報提供方法
　（○ホームページ　・広報誌等の刊行物　・その他（　　　　　））

(8) 学校の財務
・資金収支計算書
・貸借対照表

(9 )学校評価
・自己点検・自己評価
・自己評価
・学校関係者評価

(10 )国際連携の状況

(5) 様々な教育活動・教育環境
・広報新聞、技術協議会、展示会、校外研修
・スポーツクラブ、学生寮の整備

(6) 学生の生活支援
・アルバイトの紹介、教育相談、学生支援会、企業後援会
・同窓会

(7) 学生納付金・修学支援
・学生納付金
・奨学金制度

(2) 各学科等の教育 ・目指す学科像、育成する学生像、資格取得上の特典等
(3) 教職員 ・教職員数

(4) キャリア教育・実践的職業教育
・インターンシップ、進路講演会、企業説明会
・教職員の研修会の参加、研究紀要

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
　企業等に対して、公教育機関としての透明性の確保と説明責任を果たすため、本校の教育活動および学校運営状況等について、
文部科学省の「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則り、情報を広く公開する。以て、企業等の学校関係
者から支持や信頼を得るとともに、適切な情報を提供することにより、高校生等の学校選択の一助となることを基本に、分かり易く見や
すい情報発信に努める。
　この他、情報提供について他校との差別化を図るため、本校の教育力や教職員の質的レベルの高さを示すものとして教育活動方針
ならびに研究紀要を公開し、本校教育の実際の姿を周知する。
　以上が、情報提供の基本方針である。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

(1) 学校の概要、目標及び計画 ・学校組織、教育活動方針、沿革、設置学科、学生数

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（○ホームページ　・広報誌等の刊行物　・その他（　　　　　　　　　　　））
　　URL　https://www.oist.ac.jp/
　　公表時期：令和6年8月31日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する
　　情報を提供していること。」関係

薮田　尊典 岡山科学技術専門学校　同窓会　会長 〃 卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

石原　由紀子 岡山科学技術専門学校　学生支援会　会長 〃 ＰＴＡ

金子　武志 山陽村上モーター株式会社 常務取締役 〃 〃

齊藤　雅崇 株式会社ティーエス自動車　玉島事業所　専務取締役 〃 〃

近藤　康史
両備システムズ　営業本部  公共営業統括部　文教ビジネス営業部
次長

〃 〃

重松　敬一 岡山トヨタ自動車株式会社 執行役員 〃 〃

西林　淳司 株式会社ナイカイアーキット 管理部執行役員代理 〃 〃

岸本　晋一 ゼノー工具株式会社　代表取締役社長 〃 〃

馬野　信吾 株式会社うまの 代表取締役社長 〃 〃

宮西　司郎 協立土建　株式会社　代表取締役 〃 〃

栗田　真志 株式会社プローバ　代表取締役
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

企業等委員

小上　敏寿 旭電業株式会社　総務部総務課　係長 〃 〃

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和6年4月1日現在
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1 ○ 舞台機構調整Ⅰ
舞台機構調整技能士検定の要素試験対策として、楽
器・音量・音質・楽器バランス等の聞き分け、音楽
ジャンル・作曲者の判別等について学ぶ。

１
通

120 ○ ○ ○

2 ○ 電気理論
電気理論について学び、第二種電気工事士の筆記試験
対策を通して、電気についての知識や技術を習得す
る。

１
前

120 ○ ○ ○

3 ○ 音響理論
音響分野の一つである、音声分野について多種多様な
マイクや環境を活用し、幅広い録音の技術等について
学ぶ。

１
通

60 ○ ○ ○

4 ○ ﾎﾟｽﾄﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ･著作権
映像音響処理技術者認定試験、ビジネス著作権取得を
目標とする。

２
通

60 ○ ○ ○

5 ○ 検定対策Ⅰ
舞台機構調整技能士3級の資格取得を目標に、試験に対
応した知識や技術を学ぶ。

１
通

210 ○ ○ ○

6 ○ 検定対策Ⅱ
舞台機構調整技能士2級の資格取得を目標に、試験に対
応した知識や技術を学ぶ。

２
通

240 ○ ○ ○

7 ○ インターンシップ 企業と連携した研修。
１
通

120 ○ ○ ○ ○

8 ○ 総合演習Ⅰ
映像・音響・照明分野の実技及び、企業による実践的
な実習を行う。

１
後

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ○ 総合演習Ⅱ
映像・音響・照明分野の知識を学び、より実践的な実
習を行う。

２
前

150 ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ 照明 舞台照明の基礎を実技を交えて学ぶ。
１
後

60 ○ ○ ○ ○

11 ○ ＤＴＭ
パソコンと音響との関わりを学び、レコーディングの
基礎知識を習得する。

２
前

60 ○ ○ ○

12 ○ フォトショップ
画像編集ソフトphotoshopの基本操作を通して、写真や
デザイン制作、およびブライダルや広告等の業界に通
用する知識や技術について学ぶ。

２
通

60 ○ ○ ○

13 ○ 編集Ⅰ
映像の編集技法を習得し、映像業界で活用できる応用
力について学ぶ。

１
通

60 ○ ○ ○

14 ○ 編集Ⅱ
映像の撮影技法を習得し、映像業界で活用できる基礎
力について学ぶ。

２
通

120 ○ ○ ○

15 ○ 電気応用
無線工学について学び、第一級陸上特殊無線技士の試
験対策を通して、無線についての知識や技術を習得す
る。

１
後

90 ○ ○ ○ ○

16 ○ 卒業制作 これまで学んできた技術を活かし作品を制作する。
２
後

180 ○ ○ ○

17 ○ ホームルーム
学生、人としての義務や責任、生き方、人間関係作り
等について学ぶ。

１
通
２
通

60 ○ ○ ○

18 ○ ビジネス教養
就職活動への取り組み方、職場でのマナーや態度につ
いて学ぶ。

１
通

30 ○ ○ ○

19 ○ 一般教養
社会人として知っておくべき、あるいは身につけてお
くべきマナーや態度、常識について学ぶ。

２
通

30 ○ ○ ○

20 ○ ビジネスマナー
働くことを理解し、社会人にとっていかにコミュニ
ケーション能力が大切かを理解する。

１
前

30 ○ ○ ○

20科目

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合については、
　　主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。
２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

1,920単位時間(        単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

○卒業要件：次の条件を満たしていること。
　　　　　　(1) 学納金が完納されていること。
　　　　　　(2) 全科目の出席率が内規で定められた出席率を上回ること。
　　　　　　(3) 科目認定率が、内規で定められた割合を上回ること。
　　　　　　(4) 素行が良好なこと。
○履修方法：全科目必履修。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

（留意事項）

合計

授業科目等の概要

（工業専門課程　映像音響学科）

分類

授業科目名 授業科目概要
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